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３.【事例】市民主体による地域アセスメント 

 

１ 市民主体によるアンケート調査 

 

  大野第１０区（以下「１０区」といいます。）では、地域福祉カルテを活用した地域アセ

スメントをモデル的に実施しました。 

  １０区では、以前から「現行の役員や活動者だけでなく、新たな人材を地域活動に巻き

込み育てていきたい」、そのために、まず「区の活動を見直したい」、と考えていたことか

ら、区内役員を中心に、地域福祉カルテを活用して、自分たちの地区を改めて見つめなお

してみることにしました。 

  「新たな人材」とは、比較的若い世代（４０歳～６０歳代）のことを指しますが、話し

合いを進める中で、「若い世代が取り組める活動はどんなものなのか」、「この１０区のこ

とをどう思っているのだろうか」…など、ターゲットにしたい世代の現状がよくわかって

いないことに気がつきました。 

  そこで、地区内の２０歳以上、１世帯３人までに対して、アンケート調査を行いました。

アンケート内容は地区役員が考え、配付や回収は組長を通じて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大野第１０区の概要＞ ※地域福祉カルテから抜粋 

 

人 口 ８６６人（男：４２０人 女：４６６人） 

世帯数 ４１３世帯 

組 数  １８組 

 

【将来推計人口】             【世代別人口構成】 
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 以下のプロセスで行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ アンケート調査の実施過程の市民参加の意義 

 

  今回の地域アセスメント実施に当たっては、最初に「担い手づくり」、「区の活動の見

直すきっかけ」という目標設定を行いました。このように目標を定めることは、地域ア

セスメントを行うとき、その後の実践に向けてとても重要です。 

アンケート内容は全て地区役員が考えたものですが、この「考えるための対話」その

ものが、今後どんな地区にしたいかを考えることにつながっています。 

  また、アンケート用紙の配付・回収は、各組の組長が行いました。地区内で取組を共

有し、役割分担して行うことで、主体性が広がり、このことは、アンケートの高い回収

率からもわかります。（回収率：８２．２％） 

  これらのことから、市民主体によるアンケート調査は、地域において課題意識を持

ち、さまざまな調査を行う力や問題に気付く力が発揮され、実践への動機付けの機会と

なるほか、地域力を高めていくひとつの方法として機能すると考えられます。 

 

 

 

 

  

※次年度 
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分析 

アンケート回収 
集計、まとめ 
アンケート調査実

施（役員から組長

へ説明、配付） 区内住民への報告

（総会で概要を 
報告） 

役員、活動者によ

る意見交換（アン

ケート結果、地域

福祉カルテ活用） 
活動への反映 
地域福祉カルテ

の更新 ※次年度 
実施予定 


